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で
の
ぞ
ん
だ
世
界
挑
戦

神
の
御
加
護
を
受
け

霊
チ
イ
ン
ジ
ン

[
9、
池
仁
珍
（
韓
国

濃
高
年
齢
で
世
界
王
座
獲
得

宗

3月祭事暦

既
報
の
通
り
、
一
月
二
十
九
日
福
岡
市
の
九
電
記
念
体
育
館
で
、

W
B
C
（
世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
評
議
会
）
フ
ェ
ザ
ー
級
世
界
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
十
二
回
戦
が
、
観
衆
約
三
0
0
0
人
が
見
守
る
中
行
わ
れ
、

当
大
社
を
篤
く
崇
敬
す
る
越
本
隆
志
選
手
（
三
十
五
歳
）I
I
F
u

k
u
O
K
A
1
1
が
、
王
者
の
池
仁
珍
（
三
十
二
歳
）
1
1
韓
国
1
1

に
、
二
対
一
の
判
定
で
勝
利
し
、
二
度
目
の
世
界
挑
戦
で
新
王
者
に

就
い
た
。

所
属
ジ
ム
会
長
の
息
子
が
世
界
王
者
に
な
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

三
十
五
歳
で
の
世
界
王
者
は
日
本
の
ボ
ク
シ
ン
グ
史
上
最
年
長
で
、

輪
島
功
一
（
ス
ー
パ
ー
ウ
エ
ル
タ
ー
級
）
選
手
の
三
十
二
歳
九
ヶ

月
の
記
録
を
三
十
年
振
り
に
塗
り
替
え
た
。

日
本
人
の
フ
ェ
ザ
ー
級
世
界
王
座
奪
取
は
、
柴
田
国
明
選
手
以
来

三
十
六
年
振
り
。
九
州
の
ジ
ム
か
ら
初
め
て
世
界
王
者
が
誕
生
し
た
。

\ 

）
を
敗
り
、

つきなみ

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社
月命日祭(I 日）
遥拝(15 日）

午前 1 1 時

総社祭
浦安舞奉奏(|日）
豊栄舞奉奏(15 日

04日午前11 時

氏貞公墓前祭
於＝宗像市上八氏貞公塁
本年は宗像大社当番によリ、神サ

019日午前11 時
松尾神社祭

於＝境内松尾神社

二
月
三
日
の
節
分
は
、
立
春
の
前
日

に
あ
た
り
、
旧
暦
で
は
正
月
元
旦
か
ら

七
日
ま
で
の
間
に
あ
た
る
▼
い
ま
、
全

国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
節
分
行
事

の
多
く
は
、
室
町
時
代
頃
か
ら
の
伝
統

が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
安
時
代

つ
、
な

か
ら
の
宮
中
行
事
追
灘
に
な
ら
っ
た

社
寺
の
行
事
で
あ
り
、
悪
霊
退
散
の
呪

術
的
な
意
味
を
も
ち
、
年
男
が
豆
を
撒

き
、
鬼
を
（
悪
霊
）
を
追
い
払
う
の
で

あ
る
マ
J
の
豆
に
は
穀
霊
と
い
う
霊

力
が
宿
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
豆
の
語

ま
め
つ

源
「
ま
・
め
」
は
「
魔
・
滅
」
か
ら
起
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
マ
J
の
時
期
に
、

に
、
厄
年
・
厄
除
祓
い
を
受
け
る
参
拝

者
が
後
を
絶
た
な
い
の
も
こ
の
伝
統

が
慣
習
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
▼
厄

年
の
厄
祓
い
は
も
と
も
と
陰
陽
道
か

ら
来
て
お
り
、
『
源
氏
物
語
「
若
葉
の

巻
」
』
に
、
紫
上
が
三
十
七
歳
の
厄
年

に
加
持
祈
祷
を
行
い
物
忌
を
し
た
と

記
さ
れ
て
い
る
▼
厄
は
年
ば
か
り
で

な
く
、
月
厄
・
日
厄
・
時
厄
も
あ
り
、
そ

の
時
に
は
障
り
の
あ
る
こ
と
は
慎
み
、

厄
を
転
じ
て
福
と
な
す
、
祓
を
行
う
、

こ
れ
が
、
節
分
の
豆
撒
き
に
通
じ
て
い

る
▼
我
が
国
の
昔
か
ら
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
、
伝
統
行
事
の
意
義
を

再
認
識
し
、
豆
を
ま
き
「
魔
滅
」
を
行

い
、
よ
り
よ
い
幸
多
き
一
年
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

(
H
•
N
)
神具・装束

令井 六
f

結婚式場調度品
福岡店〒81 2-00 4- 5福岡市博多区東公園2-31

雷話福岡（Oq2)65|-q456番

店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
篭話(075)3 4- 1-33 4- 1 （代）～4番

(0 75)3 4-3-33 4- 1 番

本

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(0940)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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序
盤
、
越
本
選
手
の
「
王
者
対
策
」
一

が
威
力
を
発
揮
す
る
。
ト
リ
ッ
キ
ー
な
動
一

き
を
見
せ
る
王
者
に
対
し
、
自
ら
の
ス
タ
ー

イ
ル
で
あ
る
足
を
使
っ
て
の
左
右
の
フ
ッ
ー

ト
ワ
ー
ク
で
、
相
手
と
の
距
離
を
保
つ
ア
｛

ウ
ト
ボ
ク
シ
ン
グ
を
貫
き
、
冷
静
に
右
の
一

リ
ー
ド
ジ
ャ
ブ
を
繰
り
出
し
、
的
確
に
王
一

者
の
顔
面
を
射
抜
て
い
っ
た
。
逆
に
打
ち
一

合
い
を
得
意
と
す
る
王
者
が
近
付
く
と
、
一

鋭
い
左
カ
ウ
ン
タ
ー
を
見
舞
っ
た
。
一

中
盤
、
王
者
は
は
や
く
も
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
、
一

足
が
止
ま
る
場
面
が
増
え
た
が
、
そ
れ
で
一

も
手
数
は
衰
え
ず
、
左
右
の
シ
ョ
ー
ト
フ
ー

ッ
ク
を
繰
り
出
し
、
鋭
い
踏
み
込
み
か
ら
、
一

強
烈
な
パ
ン
チ
を
越
本
選
手
に
打
ち
込
み
、
一

七
ラ
ウ
ン
ド
で
は
リ
ン
グ
際
に
追
い
込
ん
一

で
ラ
ッ
シ
ュ
。
冷
や
っ
と
す
る
場
面
も
み
ー

ら
れ
た
が
、
同
選
手
は
間
げ
き
を
縫
っ
て
一

の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
効
果
的
な
左
ス
ト
レ
ー
一

ト
を
打
ち
込
み
何
と
か
耐
え
抜
い
た
。
一

そ
し
て
終
盤
。
池
の
息
が
上
が
っ
て
も
、
一

越
本
選
手
の
鍛
え
た
肉
体
は
戦
い
を
続
け
ー

た
が
、
逆
に
こ
の
ま
ま
で
は
ポ
イ
ン
ト
が
一

取
れ
な
い
と
、
自
ら
接
近
戦
を
挑
み
、
最
ー

後
の
ニ
ラ
ウ
ン
ド
は
壮
絶
な
打
ち
合
い
と
一

な
っ
た
。

十
一
回
、
王
者
が
偶
然
に
よ
る
バ
ッ
テ
ー

ィ
ン
グ
（
頭
突
き
）
で
滅
点
も
あ
り
、
一

試
合
ハ
イ
ラ
イ
ト

最
後
は
判
定
勝
ち
。
真
っ
向
勝
負
の
挑
戦
~

者
に
最
後
は
運
も
味
方
し
た
。
一

L
|
|

」
~

父
f
→
一
人
→
1
一
脚
J

越
本
選
手
は
ジ
ム
の
会
長
兼
ト
レ
ー
ナ
ー

ー
で
あ
る
父
英
武
さ
ん
と
の
、
父
子
二
人
｛

三
脚
で
の
世
界
挑
戦
で
話
題
と
な
っ
た
が
、
i

道
の
り
は
け
っ
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
一

か
っ
た
。

父
の
英
武
さ
ん
も
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
、
一

現
役
引
退
後
、
幅
岡
市
内
で
ジ
ム
の
裏
一

方
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
頃
、
同
じ
九
~

電
記
念
体
育
館
で
当
時
の
世
界
戦
が
あ

り
、
幼
稚
園
児
で
あ
っ
た
隆
志
選
手
も
~

原
点

も
う
一
度
ボ
ク

日
本
王
者
誕
生
に
立
ち
会
っ
た
。
一

は
こ
の
幼
少
時
の
記
憶
に
あ
り
、
そ
の
一

父
が
福
津
市
に
ジ
ム
を
開
い
た
時
、
自
｛

然
な
流
れ
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
。
一

し
か
し
、
父
の
英
オ
教
育
に
反
発
し
、
一

九
産
大
九
州
高
校
卒
業
後
に
家
出
、
三
一

年
近
く
し
て
戻
っ
て
き
た
時
、
よ
う
や
｛

く
腹
を
割
っ
て
話
し

シ
ン
グ
を
一
か
ら
始
め
た
と
い
う
。

し
か
し
、
や
っ
と
掴
ん
だ
最
初
の
世
界

挑
戦
を
フ
レ
デ
ィ
・
ノ
ー
ウ
ッ
ド
（
米
国
）

に
敗
れ
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
。
限
界
説
が

囁
か
れ
、
前
回
の
世
界
挑
戦
か
ら
今
回
の

挑
戦
ま
で
に
は
六
年
を
擁
し
、
今
回
負
け

れ
ば
引
退
、
十
四
年
間
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

生
活
の
全
て
を
賭
け
て
臨
ん
だ
。

世
界
戦
の
決
ま
っ
た
昨
年
十
一
月
九

日
当
日
に
、
父
子
は
す
ぐ
に
当
大
社
に

参
拝
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
安
全
を
祈
っ

た
が
、
勝
利
を
確
信
し
た
落
ち
着
き
を

放
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
必
勝
を
祈
念
し

た
元
日
一
の
参
拝
で
は
、
や
る
こ
と
を
全

て
や
り
終
え
た
充
実
感
が
見
ら
れ
、
ま

さ
に
「
人
事
を
尽
く
し
て
、
天
命
を
待

つ
」
と
い
う
感
で
、
只
管
に
宗
像
大
神

の
御
加
護
を
願
っ
て
い
た
。

こ
の
日
も
英
武
さ
ん
は
セ
コ
ン
ド
を

務
め
、
判
定
の
リ
ン
グ
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

告
げ
ら
れ
た
瞬
間
、
新
王
者
は
真
っ
先

に
父
・
英
武
さ
ん
に
抱
き
つ
い
て
い
た
。

二
人
と
も
泣
き
、
こ
れ
以
上
な
い
最
高

の
親
孝
行
で
あ
っ
た
。

試
合
後
に
は
、
言
い
訳
に
し
た
く
な

か
っ
た
と
、
六
年
前
の
練
習
中
に
肩
の

筋
肉
を
断
裂
す
る
重
傷
を
負
っ
て
い
た

こ
と
を
明
か
し
た
。
完
治
は
し
な
い
。

重
ね
た
年
月
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
、
三
十
五
歳
の
新
王
者
は
リ
ン

グ
で
証
明
し
た
。
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世
界
は
遠
か
っ
た
。
集
客
の
面
で
も
資

金
面
で
も
、
地
方
の
ジ
ム
が
世
界
戦
を
誘

致
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
前
回
の
挑
戦

か
ら
六
年
を
要
し
た
。
世
界
戦
の
実
現
を

後
押
し
し
た
の
は
、
越
本
選
手
も
正
会
員

で
あ
る
宗
像
青
年
会
議
所
(
JC
)
で

あ
っ
た
。
同
選
手
も
数
年
前
か
ら
講
演
な

フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
は
ゼ
ロー

ど
を
通
し
て
活
動
に
協
力
し
て
い
る
が
、

一
事
前
のPR
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
会
場
設

蕊
な
ど
、
巨
額
の
毀
用
が
か
か
る
世
界
戦

ー
を
支
え
た
。

-
「
い
つ
か
ら
か
、
我
々
も
越
本
選
手

ー
と
一
緒
に
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い
う
、

同
じ
夢
を
追
っ
て
い
た
。
と
に
か
く
安
心

し
た
。
重
ね
た
年
月
が
無
駄
で
は
な
か
っ

一
た
こ
と
を
、
越
本
選
手
は
リ
ン
グ
で
証
明

ー
し
て
く
れ
た
」
と
宗
像
J
C

の
戸
波
真

申本者'-ん年 次一也
し選はとで‘越祭はさ
上手‘コきコ本に‘ん
げの年メてツ選参試—
ま今内ン、コ手列合

t喜蒻［神‘［目よ竺腐
腐嬰閾御腐 -9 唇翡

＼直證屠 “m- 息：塁］仁｀ ｝℃[嘉
月四 三彗 拝いと篠

干
ニーー ナこ
日日日 tJ: 

ク`日-―`'―土‘-'｀ 金‘←一-→' 

午後一時 午前十ー~ 午前十ー 午前十一午後六時後五午時 春ーま> 

祭宮祭 祭t 祭祭 御
ー・一 案

一嬰舞 皇
ーク 御参

越本隆志（こしもと・たかし）

昭和46年 (1971) 1 月 5 日生まれ (35歳）。

福岡市東区出身。中学三年で父が開いた福間スポー

ツ（当時）に入門。平成4年 (92) 11 月、 21 歳でプ

ロデビューし同8年 (96) 日本フエザー級王者

となった。同 12年 (00) 1 月WBA同級王者フ

レティ・ノーウッド（米）に KO負けし、王者奪

取に失敗したが同 13年 (01) 東太平洋同級王

者になり、七連郷抒蔚した。

フットワークで動き回

り右ジャブ、左ストレー

トを繰り出す左アウト

ポクサー。

176センチ。42戦39勝（

17KO) 1 敗2分け。
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未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
百
選
に

「
中
津
宮
」
と
「
み
あ
れ
祭
」
が
認
定

のあで
二る‘水
件ーこ産
がみの庁
ぁ度で

ーれ宗組
未祭像織
来ーをさ
にと代れ
残ー表る
しす選

召盟扁塁
漁宮事員
業ーで会
-----------------ｷ 

た II 漁
ち漁漁村
の村村の
住百百歴
む選選史
漁と----文
村はに化
の‘認財
魅地定百
カ域さ選
を住れー
再民た
認が゜＾
識自以
し分下
ヽ

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

化にも歴のなはと漁化都
上いの史理さ‘い村に市
価わ‘上解れ①うにつと
値れ③重をて適趣対なの
のが歴要深い切旨すげ交
高あ史なめるにのる‘流
いり的役る‘維も理国を
も‘な割上②持の解民進
の歴事をで水管でやのめ
‘史実果有産理‘関水‘
④上また意業及韮心産地
漁またし義及び準を業域
村たはて‘び保と深及の
をは伝き且漁全しめび活
象文説たつ村がてる‘性

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

つて徳をそおに沖上当証全十上 た月二候規 類をー像部い る徴
けいの契のり鎮・交大を国二で今゜八件補模その受がをを一正‘す
てる発機根‘座中通社交大日公後 日のにとの作け候代通月月なる
い世揚に幹島し．のは付会の表‘ 認書上も後成‘補表し中のど独
き界は、を．‘辺要周さヘーさ二 定類がに に同にすて、旬賑が特
た遺勿境成漁篤津所知れ農オれ月 のをつ大島取部上る 、ゎあ且
し：産論内し業い宮でのる林 l る中 旨無たきのりのが海こ宗いそつ
登市のて・崇のあ通予水ラと旬 が事とな神か方っ洋の像も 伝
録民維い漁敬三るり定産イとに 書提の--,社ヵ‘とて神漁市ま 統
運運持る師を宮海‘と大！も H 面出連中もえとい事村役だ 的
動動管゜と受が北古な臣二に P です絡津て。もる--,百所落 な
にに理このけそ道代つよツ‘‘ 連るを宮は にとみ選産ち も
弾も‘の関てれ中よてりポニ新 絡と受 歴 提のあに業着 の
みな御認係きぞにりい認ン月聞 さ‘けー史 出連れ‘振か で
をつ神定はてれ‘海る定ーニ紙 れ二‘も・ 書絡祭宗興な あ

゜-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------·--一―一―一―---------------------------

心｀門亨；
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呼朝で
ぶか暦節ニ
にらの分月
は天上祭三
ま候でが日
だには童午
まも翌口前
だ恵日さ＋

門よ古芸繋
ーた春 ら
日がで ‘ 
と‘あ祈
な春り 願
つと‘ 殿

------------------------. 

立指太 た
春す陽現゜
．が暦在

立‘で一
夏本住節
・来ー分
立は月
秋四三
・季日と
立のまは

考事年けおは祓鬼難こめり起区陰四前も て節冬終た立
えで問る祓厄う‘消の'-- --,点分暦節日‘そい分のるは春
らあ平とい除‘邪除日と の は立のたと前こ、四の
れる穏‘をけ或気‘にさ年つ一季気二春中゜い日と日前
てと無一受のいを悪災れ初まの節＾ ＋ので つをにを日
—·---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

節
分
祭

き
た
。

祭
場
と
な
っ
た
祈
願
殿
内
は
、
年
男

を
は
じ
め
、
当
大
社
責
任
役
員
、
氏
子

会
役
員
、
地
元
総
代
に
、
小
山
県
議
、

原
田
宗
像
市
長
、
吉
武
観
光
協
会
長
、

市
内
の
各
幼
稚
園
児
童
、
多
く
の
参
拝

者
等
で
溢
れ
か
え
る
中
、
祭
典
は
始
ま
っ

た
。先

ず
、
神
前
に
お
供
え
さ
れ
た
約
一

万
袋
の
福
豆
袋
を
お
祓
い
し
、
神
島
宮

司
が
無
病
息
災
・
延
命
招
福
を
祈
る
祝

詞
を
奏
上
、
続
い
て
各
代
表
者
等
が
玉

串
を
捧
げ
、
今
年
一
年
の
厄
除
開
運
を

祈
念
し
た
。

そ
の
後
、
祈
願
殿
正
面
階
段
上
で
、

左
右
二
手
に
分
か
れ
た
神
職
に
よ
り
、 一

追
灘
の
神
事
「
嗚
弦

ー
の
儀
」
が
執
り
行
わ

ー
れ
、
双
方
の
神
職
は
葦

一
矢
・
桃
矢
を
携
え
て
、

ー
一
人
は
天
空
に
向
け
、

ー
も
う
一
人
は
地
上
に
向

ー
け
て
矢
を
三
度
射
て
、

業
―

…
·
·
·
作
一
災
厄
や
邪
気
を
祓
い
清

製
一国

一
め
た
。

福
一
嗚
弦
の
儀
終
了
後
、

豆
一r

 
た
一
豆
打
式
が
始
ま
り
高
向

れ
―ら
一
権
宮
司
が
先
導
し
「

め
＿逮

一
鬼
は
外
、
福
は
内
」

ヽ

末
ー
と
第
一
声
を
発
声
、
続

ヵ月
―ー

ー
い
て
神
島
宮
司
以
下
神

]
職
と
、
枠
を
身
に
着
け

ー
た
年
男
が
手
に
持
っ
た

ー
一
升
枡
か
ら
一
斉
に
福

ー
豆
と
福
袋
（
福
豆
、

一
紅
白
小
餅
、
菓
子
等

一
）
を
撒
き
、
参
列
者
は

一
今
年
の
「
福
」
を
授

ー
か
ろ
う
と
、
縁
起
袋
を

一
手
に
し
盛
大
裡
に
全
て

ー
の
儀
を
終
え
た
。

一
祭
典
終
了
後
、
清
明

ー
殿
に
会
場
を
移
し
直
会

ー
が
催
さ
れ
、
参
拝
者
一

ー
同
和
や
か
な
一
刻
を
過

ー
こ
し
、
節
分
祭
の
諸
行

ー
事
は
無
事
終
了
し
た
。
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文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い

第
一
手
＇
＿
＿
回
防
火
訓
練
を
実
施

国
指
定
重
要
文
化
財
の
本
・
拝
殿
を
~

は
じ
め
、
神
宝
館
で
収
蔵
・
展
示
す
る
｛

約
十
二
万
点
に
の
ぼ
る
国
宝
·
重
要
文
｛

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
為
、
第
五
十
―
―
―

回
文
化
財
防
災
デ
ー
の
一
月
二
十
六
日
、
一

十像十防当
二詈一本大
回察・部社
目署＋‘の
を地二宗自
迎元分像衛
え四団市消

火を分市管消ツ巫は大社災巫火でて殿出本 した駐‘消防
と行団消理火リ女本社務報女災開いに火殿生tぅ嬰畠存闘団
ないに防員班レに殿自所知がを始る火し裏開 訓合消第宗
こ‘よ団‘の 1 よへ衛に器直発さと勢‘の 練同防ー像
。無り第又神とる急消通をち見れのが本森覧 をで団・地
事放十宗職施バ行防報押にした想迫・か十 実‘‘六区
鎮水一像‘設ケ゜団゜し火た゜定つ拝ら分 施三宗・消

---—→一疇--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

引
き
続
き
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
｛

れ
、
祈
願
殿
に
延
焼
し
た
と
の
想
定
で
~

訓
練
が
行
わ
れ
た
。
―
―
九
晋
通
報
で
、
一

宗
像
地
区
消
防
本
部
・
宗
像
市
消
防
団
一

の
各
消
防
車
両
七
台
が
サ
イ
レ
ン
を
嗚
｛

ら
し
な
が
ら
第
一
駐
車
場
に
集
結
。
素
｛

早
く
そ
れ
ぞ
れ
の
配
個
に
つ
き
、
放
水
｛

を
開
始
し
た
。
約
十
分
後
無
事
鎖
火
、
~

消
火
活
動
を
終
了
し
た
。
本
番
さ
な
が
一

ら
の
消
火
活
動
に
、
多
く
の
参
拝
者
が
｛

圧
倒
さ
れ
る
面
持
ち
で
見
入
っ
て
い
た
。
｛

消
火
活
動
終
了
後
、
参
加
者
一
同
第
~

｀
心
車
場
に
整
列
。
宗
像
地
区
消
防
本
｛

部
、
宗
像
市
教
育
委
員
会
、
宗
像
市
消
｛

防
団
長
よ
り
講
評
が
行
わ
れ
、
最
後
に
｛

神
島
宮
司
が
防
火
訓
練
協
力
の
御
礼
挨
｛

拶
を
行
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
六
）
一
月
二
十
六
日
に
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築

で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
で
火
災
が
発
生
。
国
民
的
財
産
で

あ
る
金
堂
の
内
部
、
貨
重
な
壁
画
が
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
護
と
防

火
管
理
体
制
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
こ
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
が
設
け

ら
れ
た
。

こ
の
日
を
中
心
に
全
国
各
地
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
有
す
る
神
社
・
仏
閣

で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
も
報
道
さ
れ

強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

当
大
社
で
も
頂
文
の
本
・
拝
殿
を
は
じ
め
、
神
宝
館
で
十
二
万
点
に
の
ぼ
る

国
宝
・
重
文
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
「
日
本
の
宝
」
を
守
る
為
、
毎
年
大

社
職
貝
は
勿
論
、
地
域
を
あ
げ
て
防
火
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

文
化
財
防
火
デ
ー
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（続）
男
た
ち
の
大
和
①

公
＃

1
『
．
ー
、

201 

い
し
い

た
だ
し

「
男
た
ち
の

ー戦 め兵の合
艦ーてた方の新

おが 目ちに桂兵
い眼全にはむ島た
‘前長す‘か泊ち
見をェそそい地を
ろふ合 の発に乗
、さヌ 時進碇せ
ぁい 1 戦し泊た
れ苫 l、 艦てす内
がナこル 大いる火
大。の 和つ駆艇
和 巨 をた遂は
だ大は゜艦‘
! な じ新隊沖
-----------------------------------------------

ネ'-- fこ城群ミ三に '-ｭ

とー゜塞がの連‘驚＾
し―‘す--,の迫よ装仏嘆中
っげ よつうの塔し略
よぇあうてに巨のて---
り、れにきび大よ見
鉄山があたつなう上
のみ世た゜し主にげ

←—島た界り鋼り砲そる
だいーを鉄と塔び新
なだの聘の並‘え兵
あ'--戦呪巨んハ立た
I 艦し艦だリっち
：ーかては機ネ楢刀の
：フ！い‘銃ズ楼2 目

-------------------------------------------------

大 所大て金に血赤'-
和日二和き色何潮く新
と本 o ーてにかをし兵
武が 0 辺い輝叫抑‘た
蔵世五目たくんえこち

大和ミュージアム大和10分の 1 模型 ゜界年t "==菊できぶは
の艦の世広ぼ二竣六キト全量嘉篇一ゅ＾翡いれし歓

映巨で総界島同月エセロル長六 よん小紋たなを喜
画艦あ力最県時‘はンノ‘二四大つり・説章゜い突に
でりを大呉頃日昭チツ速六、和た。角 が頭さきわ
あ‘結‘工で米和'--トヵ三 o は巨 川一の上つ上い
つ空集日廠あ開＋砲‘二． o 埜大 春男しにすげた
た前し本でつ戦六九主七 00 準戦 樹たかはで‘°
゜絶た海完たと年門砲・メト排艦 事ちか‘口騒顔
後戦軍成゜ほ＋‘四三 l ン水‘ 務のつ黄々ぐを

-----------------------------------------------------------------------------------------•. ------------------------------

シ
テ
、

大
和
」
は
そ
の
大
和
を
テ
ー
マ
に
し
沖
縄
ノ
敵
泊
地
二
突
入
シ
、
所

た
戦
争
映
画
で
あ
る
。
大
和
を
テ
ー
マ
ー
在
ノ
敵
輸
送
団
ヲ
攻
撃
撃
滅
ス
ベ
シ
」

に
し
た
も
の
は
数
と
し
て
多
く
は
な
い
~
「
敵
船
団
ヲ
撃
滅
シ
タ
タ
ル
ノ
チ
、
嘉

が
、
今
回
の
映
画
は
内
容
と
い
い
、
そ
一
手
納
碁
地
二
突
入
シ
、
艦
砲
射
撃
シ
ッ

の
セ
ッ
ト
や
規
模
の
大
き
さ
と
い
い
、
｛
シ
陸
地
二
乗
リ
上
ゲ
ル
ベ
シ
」
の
命
が

見
応
え
の
あ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
~
く
だ
る
。

昭
和
十
九
年
四
月
、
呉
軍
港
に
六
十
ー
大
和
は
巡
洋
艦
「
矢
矧
」
（
六

四
名
の
新
兵
が
大
和
に
乗
艦
、
厳
し
い
一
六
五
ニ
ト
ン
）
駆
遂
艦
八
隻
を
率
い

訓
練
、
友
惰
、
束
の
問
の
下
艦
、
親
子
一
て
出
撃
し
た
。
航
空
機
の
掩
護
は
な
か
っ

の
別
れ
、
純
愛
な
ど
が
ス
ケ
ッ
チ
風
に
一
た
。
正
に
特
攻
作
戦
で
あ
り
燃
料
も
片

描
か
れ
て
い
く
。
涙
も
よ
く
出
た
。
一
道
分
し
か
積
ん
で
な
か
っ
た
。

巨
艦
巨
砲
の
戦
艦

は
既
に
航
空
機
の
時

代
と
な
り
、
航
空
機

の
施
護
な
く
し
て
は

作
戦
は
で
き
な
い
時

代
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
一
九
年
レ
イ
テ

湾
突
入
を
は
か
っ
た

武
蔵
と
大
和
は
、
作

戦
計
画
中
止
で
反
転
、

米
航
空
機
の
攻
撃
で

武
蔵
は
魚
雷
二
四
本
、

爆
弾
十
七
発
以
上
を

受
け
て
沈
没
。
大
和

陪
？
し
て
日
本
に
戻
っ

た
。
昭
和
二
十
年
四

月
沖
縄
戦
が
は
じ
ま
る
。

「
第
二
艦
隊
『

大
和
』
以
下
ハ
、

水
上
特
別
攻
撃
隊
卜

尾道の大和セット
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こ
わ強

霜
に
耐
へ
て
咲
き
ゐ
る
臓
梅
の
黄
に
透
く
花
は
ま
こ
と
臓
め
く

（
評
）
下
句
は
よ
く
視
て
詠
っ
て
あ
る
が
、
「
耐
へ
て
咲
き
ゐ
る
」
は
、
折
角
の
歌
が
道
歌
め

き
そ
こ
が
惜
し
い
。

宗
像
市
大
井

福
津
市
在
自

池
浦
千
鶴
子

老
犬
の
つ
な
が
れ
て
ゐ
し
山
茶
花
の
4
7年
も
咲
き
ぬ
紅
こ
ぼ
し
つ
つ

（
評
）
山
茶
花
の
み
を
詠
い
、
余
計
な
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
老
犬
に
対
す
る
作
者
の
こ
こ

ろ
が
ぴ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
。

塩
を
紙
め
切
羽
で
働
き
し
わ
が
祖
父
は
早
く
逝
き
た
り
五
十
六
歳

（
評
）
こ
の
歌
も
じ
じ
つ
の
み
を
述
べ
て
い
る
が
、
祖
父
に
対
す
る
敬
愛
の
気
持
が
痛
い
ほ
ど

判
る
。

一
筆
の
添
書
あ
れ
ば
パ
ゾ
コ
ン
の
賀
状
再
び
手
に
取
り
て
見
ぬ

（
評
）
手
書
き
の
添
書
き
に
や
っ
と
相
手
の
肉
声
を
聞
い
た
思
な
の
だ
ろ
う
。

い
た
よ
う
な
。

吹
き
溜
る
落
ち
薬
の
な
か
の
水
仙
の
笛
は
春
の
風
ま
だ
知
ら
ず

（
評
）
四
五
句
さ
り
気
な
い
叙
述
だ
が
、
繊
細
な
作
者
の
こ
こ
ろ
が
見
え
る
。

海
岸
を
飛
び
て
い
た
れ
ど
鳶
は
山
鵬
は
海
に
も
ど
る
ほ
か
な
し

（
評
）
鳥
た
ち
の
営
み
は
ま
た
人
間
の
営
み
に
も
通
ず
る
。
結
句
は
「
も
ど
り
て
ゆ
け
る
」
と

穏
や
か
に
叙
し
た
い
。

よ
つ
づ
か
の
連
山
な
べ
て
雪
被
き
方
形
の
窓
に
日
本
画
め
き
ぬ

（
評
）
死
者
ま
で
出
る
北
国
の
雪
と
違
い
九
州
の
雪
は
人
々
に
う
る
お
い
を
与
え
る
。
降
雪
を

よ
ろ
こ
ぶ
作
者
で
あ
る
。

木
原
ふ
さ
子

宗
像
市
曲

天
野
玲
子

佐
々
木
和
彦

宗
像
市
池
田

宗
像
市
鐘
崎

う
き
は
市
浮
羽
町

福
津
市
中
央

森
龍
子

安
永
久
子

向
則
正

第
五
一
＿
一
五
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

一
陣
の
風
の
吹

腰
の
痛
み
足
の
痴
れ
も
老
い
し
今
梅
が
二
月
に
咲
く
や
う
な
も
の

蹄
の
深
ま
た
沈
丁
花
匂
ふ
も
の
雨
や
み
し
今
朝
の
庭
よ
り
取
り
来

選
者
詠

福
津
市
光
陽
台

香
月
照
子

福
岡
市
南
区

宗
像
市
日
の
里

宗
像
市
田
久

巻
桔
梗

あ
た
た
か
き
雨
の
し
と
ど
に
降
り
し
の
ち
佗
助
の
花
陽
に
向
き
て
咲
く

（
評
）
三
寒
四
温
の
な
か
の
一
日
の
景
で
あ
ろ
う
。
佗
助
の
懸
命
な
姿
が
見
え
好
ま
し
い
。

冬
の
川
に
沿
び
ゆ
く
バ
ス
の
窓
に
見
え
名
児
山
は
い
づ
ち
山
並
低
し

（
評
）
名
児
山
は
邸
さ
は
僅
か
一
六
五
メ
ー
ト
ル
。
万
菜
集
の
坂
上
郎
女
の
歌
が
作
者
の
胸

中
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
嘆
息
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。

手
水
舎
に
母
を
ま
ね
び
て
を
さ
な
兒
が
ハ
ン
カ
チ
ぱ
く
と
口
に
街
へ
ぬ

（
評
）
あ
ど
け
な
い
幼
子
の
し
ぐ
さ
を
う
ま
く
活
字
し
て
い
て
う
い
う
い
し
さ
が
あ
る
。

大
和
美
由
紀

ぱ
ち
ぱ
ち
と
梢
弾
け
ゐ
て
新
年
の
焚
火
を
囲
む
宮
に
詣
で
ぬ

（
評
）
大
焚
火
を
囲
ん
で
新
年
を
言
祝
ぐ
人
々
の
中
の
大
和
さ
ん
。
作
者
の
自
励
で
も
あ

る
。

井
田
有
久
衣

松
籟
は
頭
上
を
こ
え
ゆ
く
浜
辺
こ
こ
沖
眺
む
れ
ば
か
す
か
な
汽
笛

（
評
）
松
籟
と
汽
侑
、
二
つ
の
立
目
が
一
首
に
あ
り
少
々
う
る
さ
い
が
‘
―
つ
の
気
分
は
感
じ

ら
れ
る
。

友
の
死
が
信
じ
ら
れ
な
い
早
春
の
明
る
い
日
ざ
し
を
た
だ
見
つ
め
を
り

（
評
）
突
然
死
の
友
を
悼
む
こ
こ
ろ
が
「
た
だ
見
つ
め
を
り
」
に
凝
縮
さ
れ
佳
作
。

爪
切
れ
ば
必
ず
ど
こ
か
傷
つ
け
る
こ
れ
も
時
間
か
老
い
と
言
ふ
名
の

福
津
市
若
木
台

野
間
精

宗
像
市
田
野

森
甲
子

宗
像
市
光
岡
井
上

寒
椿
雪
を
冠
り
て
朱
に
染
ま
る

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

幸
連
を
連
ん
で
来
る
か
に
初
日
の
出

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

恙
な
く
松
を
飾
り
て
幅
笑
び吉

田
杏
子

っ
ち

海
と
空
又m
kら
せ
て
囁
ふ
る
日

三
浦
美
千
代

青
空
に
凧
か
ら
み
合
ふ
初
の
空

田
中

ょ

び
ろ
び
読
む
朝
刊
膝
に
日
向
ぼ
こ

木
原

寒
空
の
何
と
真
碧
し
諸
手
あ
ぐ

編
L

餞
国
鱈
辻

E
l

の
『
初
宮
祈
願
j
お
疲
れ
様
で
し
た
。
よ
く

泣
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
お
食
い
初
め
j
も

無
事
終
わ
り
、
疲
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
長
い
人
生
で
た
っ
た
一
度
し
か
な
い
、

重
要
な
人
生
儀
礼
で
す
。
分
か
ん
な
い
で
し

ょ
う
け
ど
▼
あ
の
後
、
父
は
福
岡
に
も
ど
り

ま
し
た
が
、
母
の
話
だ
と
、
叢
近
近
所
の
コ

ン
ピ
ニ
で
、
初
め
て
か
か
る
眼
科
で
あ
な
た

モ
テ
モ
テ
の
よ
う
で
。
あ
ま
り
調
子
に
乗
ら

な
い
よ
う
に
▼
さ
て
、
沖
ノ
島
勤
務
の
日
程

も
決
ま
り
、
そ
れ
が
終
れ
ば
い
よ
い
よ
福
岡

で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
勿
論
、
福
岡
空

港
ま
で
お
迎
え
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
機
内
で
泣
い
て
他
の
お
客
様
に
、
母

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
。
夜
衷
る
よ
う

に
な
っ
た
あ
な
た
の
こ
と
で
す
か
ら
、
心
配

い
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
▼
来
福
さ
れ

ま
し
た
ら
、
守
っ
て
い
た
だ
い
た
宗
像
大
社
、

宇
美
ハ
幡
宮
の
神
様
の
と
こ
ろ
に
も
お
参

り
し
ま
し
ょ
う
。
長
い
付
き
合
い
で
す
が
、

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
（

M
．
o
)

房
子

雨
葉

嘉
治

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
一
0
)
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